


　労使間の話し合いが行きづまったときに、労働委員会が間に入り、歩み寄りによる解決を目指す制度です。
　公益・労働者側・使用者側の経験豊かな3人のあっせん員が、中立・公正な立場で双方の主張を個別に
伺い、お互いが受け入れられる合意点を探ります。


